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直感と即興
ロンドンエッセイ　30  小野 あずさ

　音楽を聴くと、色や景色が浮かんでく
ることがよくあります。個人的な好みや
思い出、夢などが浮かんでくるものなの
で、必ずしも観客のほとんどが共感で
きるものではないかも知れませんが、音
楽を聴いて浮かんでくるイメージや色合
いは、なるべく第一印象を大事に、素直
に照明に活かしたいと思っています。 

　コンテンポラリーダンスや音楽のフェ
スティバル（キャパ300 ～ 800人ほどの
小中スケール）などで照明をさせていた
だくとき、１日15グループほどのテクニ
カルリハーサルと公演を、同じ日に行い
ます。フェスティバル用に照明を吊り、
フォーカスもエリアに分けられるように
するなど、多目的可能にします。前もっ
て、照明のリクエストが送られてきたも
のには、できる範囲で吊り込みの時に、
一緒に吊ってしまいます。
　各グループの公演の長さが5 ～ 8分

だと、テクリハの時間が30分間ずつ与
えられます。この30分の間に、灯り合
わせ、サウンドチェック、小大道具の位
置確認、きっかけのチェックと通し（通
す時間がある時だけ）をしなければな
らないので、シンプルに、かつ効率良く
進めないと終わりません。その場で、は
じめて見るリハーサルを見ながら、動き
と雰囲気に合わせて、ほぼ即興で照明
をプログラミングしていくことを、イギリ
スの劇場では照明デザインとは呼ばず、
バスキッ（ト）と呼んでいます。Busk it 
は、フリースタイルで行うという意味で、
頭に浮かんできたことを実行する、つま
り即興で作り上げるということです。

　Busk itに慣れている照明家、または
照明テクニシャンは、ある機材を最大
限に活かして、それぞれのグループの
特徴とリズムを瞬時に理解し、サクサク
と照明で味付け、強弱をつけていきま
す。その場で、振付家から細かい指示
がある時もあれば、こちらにお任せと
いうことも、多々あります。Busk itをす
る上で、ブロッキング（ダンサーの位置）
を素早く把握することは勿論必要です
が、最もセンスが求められるのは、ダン
スと音楽から生まれるムードを、いかに
照明で引き立たせ、時には、強調してあ
げられるかだと思います。これを瞬時に
感じとって、灯りで表現するには、それ
なりの経験を積まないとできないこと
だと思います。

　Busk itに経験豊かな、コンテンポラ
リーダンス劇場の専属テクニシャンと
一緒に仕事をしていると、人それぞれ、

違った工夫をしているのが見られます。 
　時間との勝負なので、要点を絞り、シ
ンプルで行けるところはシンプルに、で
も見せ場はできるだけ印象的に。本当
に時間がない時は、音楽中のきっかけ
とムードだけ書き出しておいて、ベース
ライトだけ打ち込んでおき、本番はサ
ブマスターを重ねてオペをされる方も
いらっしゃいます。完全にマニュアルの
方もいらっしゃいます。ロングフェード
の場合はGoボタンを使うが、ダンサー
が音楽より早く終わってしまったら、そ
れをGoフェイダーでオーバーテイクす
る。インヒビッドフェーダー（インテン
ジティーのみ=色とポジション以外）
を作っておいて、スクローラーやムービ
ング、そしてすべての一般照明のオン
オフをできるようにし、暗転キューが
即座に作れる用にする（ETCのGo to 
Cue Outができない古い卓の場合）。
チェースのスピードはリズムに合わせて
タップ2回で調整（Chamsys等）。コン
ピュライトのグランドマスターが100 ～
200%まで上げられる機能は、素晴らし
いです。本番の雰囲気で、変化をつけ
たくなった時に大変重宝します。通しを
やってもらいながら、打ち込む時は、音
楽のタイムコードが記録できる、Step 
TimerというiPhone Appが重宝して
います。

　即興で作り上げた照明は、 結局は『間
に合わせ』の照明なのですが、その『間
に合わせ』を『一時しのぎ』の照明にす
るのか、それとも『間に合わせてできた
即興の美』にするかは、その人のやる気
とセンスと経験に、大きくかかっている
なと思います。
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